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事業所番号 ２５９０６０００６６ 

自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール  令和 6年度【グループホーム常輝の里】        自己評価作成日：令和７年２月１０日    外部評価作成日：令和 7年３月１３日 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話し合った内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有

と実践  

地域密着型サービスの意

義をふまえた事業所理念

をつくり、管理者と職員

は、その理念を共有して

実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人の理念からホームの基

本運営方針立て実践に繋げ

るように努めているが、掲示

はしてあるものの、入職時以

降に直接意識づけする機会

は少ない。 

      

2 

事業所と地

域とのつき

あい 

事業所は、利用者が地域

とつながりながら暮らし続

けられるよう、認知症の人

の理解や支援の方法など

を共有し、事業所自体が

地域の一員として日常的

に交流している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年 1回広報誌「常輝の里ニュ

ース」を発行し地域に全戸配

布している。近隣のコンビニ

や商店に買い物に出かけた

り、地域の神社に初もうでに

出かけるなどしている。 

自己評価の対応で良いのではないか 

地域に解け合って協力をすること、また交流も深めて

事業所・地域と一体になって進めて下さい。 

地域の行事にグループホームとして参加することはで

きないでしょうか？ 

常盤市民センターで喫茶を活用して参加されている地

域住民と交流。 

地域主催の行事（ふれあい喫茶・ふれあい祭り）に、ま

ずは 

参加するから再開されては。 

地域の催しに参加する。 

    

3 

運営推進会

議を活かし

た取り組み 

運営推進会議では、利用

者やサービスの実際、評

価への取り組み状況等に

ついて報告や話し合いを

行い、そこでの意見をサー

ビス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域の代表３名、地域包括

支援センター１名、市担当課

１名、理事長、施設長、管理

者の８名で構成し、２か月に

１回開催している。 

運営推進会議に参加、課題などの解決方法などの話

し合いをしている。 

定期的に会議が開催され十分な対応がされている。 

会議で出た意見をどのようにしてサービス向上にいか

されたのかを運協で報告してほしい。 

市担当課からの取り組みに関する要望や事例を聞き

取る。 

運営推進会議では、地域代表の方からも地域実態や

施設に対する意見が活発に出ていると感じます。 

    

4 
市町村との

連携 

市町村担当者と日頃から

連絡を密に取り、事業所

の実情やケアサービスの

取り組みを積極的に伝え

ながら、協力関係を築くよ

うに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会議を通して、ホ

ームの活動状況等を報告し

ている。市と市内グループホ

ームとの意見交換の場であ

るグループホーム会議もある

が、現在活動休止中である。 

市との連携状況はよくわからない。コメントできない。 

市、関係者と協議し、グループホーム会議を再開され

たい。 

グループホーム会議の再開を望みます。他の事業所

と現状課題を共有し、市と連携強化してほしい。 
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現在の運営推進会議の中で、活動状況の内容につい

て詳細に報告があるため、市としても実情把握につな

がっています。 

5 

身体拘束を

しないケア

の実践 

代表者および全ての職員

が「介護保険法指定基準

における禁止の対象とな

る具体的な行為」を正しく

理解しており、玄関の施錠

を含めて身体拘束をしな

いケアに取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入職時と年 2回の研修を実

施しており、身体拘束ゼロセ

ミナーには毎年参加してい

る。夜中以外は、玄関は解錠

しており、出ようと思えばいつ

でも出られる状況である。入

居者の様子を丁寧に観察し、

行動制限ではない関わりに

努めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入職時の研修実施や身体拘束ゼロセミナーへ参加され、入居者の様

子を丁寧に観察され、身体拘束をしないケアや虐待が見過ごされな

いように努力されている。 

研修を通して、常に職員の意識づけができており、入居者に寄り添っ

たケアができている。 

職員の身体拘束に対して研修が実施されていることや、ご利用者の

行動が制限されることなく生活されている事がわかった。 

各スタッフの意識の共有・理解の継続を期待します。 

職員が、日頃から身体拘束ではないかという問題意識をもって従事

するかによって、委員会や研修の意義も確実に向上するものであり

ます。日頃のカンファレンス等でも留意できるような仕組みがあれば

なお良いです。 

6 
虐待の防止

の徹底 

管理者や職員は、高齢者

虐待防止関連法について

学ぶ機会を持ち、利用者

の自宅や事業所内での虐

待が見過ごされることがな

いよう注意を払い、防止に

努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入職時に高齢者虐待防止

法の研修実施。ストレスや疲

労から不適切なケアが発生

していないか、管理者、リー

ダーが注意するとともに、「虐

待の芽チェックリスト」を年 2

回全スタッフが行い、振り返

りや意識づけの機会としてい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

５と同様 

高齢者虐待の無いように指導を強化してください。 

管理者・リーダーだけでなく、スタッフがお互いに意識づけができてい

て良い 

定期的にチェックリストの確認を全職員が行うのは、良い取組である

と思います。 

チェックリストの結果をまた研修等に活かせるようにしていただけれ

ばと思います。 

「虐待の芽チェックリスト」を実施して職員の振りかえりや意識づけの

機会が持たれている事が分かった。 

7 

権利擁護に

関する制度

の理解と活

用 

管理者や職員は、日常生

活自立支援事業や成年後

見制度について学ぶ機会

を持ち、個々の必要性を

関係者と話し合い、それら

を活用できるよう支援して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 現在、成年後見制度を利用

されている方はいないが、権

利擁護に関する学びの場を、

年に 1回は持てるようにして

いる。 

    

8 

契約に関す

る説明と納

得 

契約の締結、解約また改

定等の際は、利用者や家

族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理

解・納得を図っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 契約書、重要事項説明書に

ついて、丁寧に説明してい

る。報酬改定時等、変更の際

にも丁寧な説明に努めてい

る。 
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9 

運営に関す

る利用者、

家族等意見

の反映 

利用者や家族等が意見、

要望を管理者や職員なら

びに外部者へ表せる機会

を設け、それらを運営に反

映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 面会時や LINE を活用し、コ

ミュニケーションを取るように

している。また、ホームページ

に意見箱を設けている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ネットワークを活用しコミュニケーションされている。 

いろいろな課題があると思うが、特に利用者家族とのコミュニケーショ

ンを大切にしてほしい。 

家族の話の中にご利用者の事を知る機会や対応等の気づきがある

かもしれないので家族の意見は大切にしていただきたいと思いまし

た。 

アンケートの実施等も検討もされては。 

事業所に寄せられる苦情等は、概ねコミュニケーションエラーから生

じていると思います。日頃のやり取りを重ねて、風通しの良い関係に

努めていただきますようお願いいたします。 

10 

運営に関す

る職員意見

の反映 

代表者や管理者は、運営

に関する職員の意見や提

案を聞く機会を設け、反映

させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 定期的な面談に加え、日頃

からコミュニケーションを密に

し、要望や意見を言いやすい

雰囲気作りに努めている。ミ

ーティングの機会は増やして

いきたい。 

    

11 
就業環境の

整備 

代表者は、管理者や職員

個々の努力や実績、勤務

状況を把握し、給与水準、

労働時間、やりがいなど、

各自が向上心を持って働

けるよう職場環境・条件の

整備に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 新しいスタッフでも業務がし

やすいようにマニュアルを整

備している。勤務終了後すぐ

に退勤できるよう記録時間の

整理を行った。職員の処遇改

善を図るために加算を取得し

ている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

業務の標準化及び日頃より業務改善に取り組まれていることがうか

がえます。 

スタッフが働きやすい職場ができている。 

マニュアルがきちんと整備され、活用できていることが大切 職員の

仕事に対する意欲が向上するよう処遇改善をさらに進めていただき

たい。 

新人職員でも業務の差が出ないようマニュアル整備が出来ている事

はよいと思いました。 

ミーティングの開催 

マニュアルの整備に加え、職員の残業につながらないようにと工夫さ

れているのが伺えます。 

12 
職員を育て

る取り組み 

代表者は、管理者や職員

一人ひとりのケアの実際

と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確

保や、働きながらトレーニ

ングしていくことを進めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年度初めに研修参加につ

いての意向を確認している。

「認知症介護実践者研修」、

その他、e ラーニングも活用

し可能な限り研修に参加でき

るようにしている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護研修の受講を積極的に取り組まれていることがうかがえます。 

今後もいろいろな研修に参加してください。 

誰もが研修を受講しやすい職場づくりも大切 

全職員が刺激し合ってレベルアップできるよう研修に取り組んでほし

い 

研修参加が受けられやすい取り組みができている事はよいと思いま

す。 

日々の業務があるため難しい点もあると思いますが、職員の向上心

につながるような研修参加につなげていただきたいと思います。 
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13 

同業者との

交流を通じ

た向上 

代表者は、管理者や職員

が同業者と交流する機会

を作り、ネットワークづくり

や勉強会、相互訪問等の

活動を通じて、サービスの

質を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

滋賀県南部介護サービス事

業者協議会等の研修に参加

している。管理者が同市内や

他市のグループホームへ見

学に行っている。職員レベル

での他 GH見学や交流機会

はあまり持てていない。 

    

14 

本人と共に

過ごし支え

あう関係 

職員は、本人を介護され

る一方の立場におかず、

暮らしを共にする者同士

の関係を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員＝する側、入居者＝さ

れる側ではないという考え

は、入職前・入居前から丁寧

に説明している。過剰介助に

気を付け、暮らしの主体者と

して、できることをしてもらい、

感謝を伝え合える関係を意

識している。 

    

15 

馴染みの人

や場との関

係継続の支

援 

本人がこれまで大切にし

てきた馴染みの人や場所

との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 かかりつけ医も馴染の関係

と捉え、入居後も継続して通

院する事を基本としている。

家族も含め入居前に関係の

あった知人なども積極的に面

会に来ていただくなど声掛け

を行っている。 

自己評価通りで良い 

人間関係が良くなるように努めてください。 

現状で十分できていると思う。 

グループホーム内のご利用者どおしが、なじみの顔と

なるように一緒にできる体操等をする。 

また、引き続き家族や知人の面会の声かけをしてい

く。 

コロナ禍が明けて、自由に面会ができる環境になった

ことは利用者にとっても安心感・生活の張り合いにつ

ながることと思います。 

   

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント        

16 
思いや意向

の把握 

一人ひとりの思いや暮らし

方、生活環境、一日の過ご

し方の希望や意向の把握

に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の入居者との関わりの

中から思いや望みを把握し、

記録で共有している。また年

数が経ち、状態変化がある

方でも、以前の生活スタイル

や思いを大切にし継続できる

ようにしている。 

    

17 

チームでつ

くる介護計

画とモニタリ

ング 

本人がより良く暮らすため

の課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞ

れの意見やアイディアを反

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人やご家族の思い、希望

等を汲み取り、計画作成担当

者と担当スタッフで話し合い

決めている。医療面について

は、ホームの看護師や主治

日頃から本人の姿を見て仕事に活かしてほしい。 

ご利用者のアセスメントとを職員どおしでしっかり落と

し込み、計画書にはご利用者も入り、ご利用者の言葉

で仕上げていってはどうでしょうか。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護計画は入居者、ご家族の希望などをできる範囲で取り入れられ

ている。さらに医師の助言などももらうように努力されていることがう

かがえます。 

限られた時間と場所の中でケアと本人らしい生活をどう組み立ててい

くかを真摯に考えていただいている事がわかりました。 
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映し、現状に即した介護計

画を作成している 

医に助言をもらい、ケアに繋

げている。 

計画作成担当者が他関係機関と連携することはより

よい計画に必須でありますので、必要性がなくとも日

頃から主治医との関係を築いておいていただくとよい

と感じます。 

適切な時期での計画書の作成 

現状、「あまりできていない」と感じられる点が複数あると思います。

記述からは読み取れませんが、この評価に基づいて再度事業所内で

検討いただけたらと思います。 

18 

個別の記録

と実践への

反映 

日々の様子やケアの実践・

結果、気づきや工夫を個別

記録に記入し、職員間で情

報を共有しながら実践や介

護計画の見直しに活かして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 タブレットでの介護記録の

入力のほか、24時間チェック

シートへの記入で、必要なケ

アの見落としを防ぐとともに、

チームでの共有に役立てて

いる。ケアの変更時などは、

連絡ノートを活用し迅速に対

応している。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

記録の共用化による見落としのないように意識されている。 

ケアの見落とし防止、情報共有に努め、迅速に対応できており、職員

の負担を軽減できる方法で継続してほしい。 

24時間チェックシートの内容が共有されており、チームでの支援がで

きている事がわかりました。 

個人差による業務過多にならないような、工夫を期待します。 

電子機器を活用した情報共有について、以前の運営推進会議でもお

話がありましたが、事務負担軽減に努めていただいていると感じまし

た。 

19 

一人ひとり

を支えるた

めの事業所

の多機能化 

本人や家族の状況、その

時々に生まれるニーズに対

応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援や

サービスの多機能化に取り

組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホームのやり方に入居者を

合わせるのではなく、入居者

の暮らしにスタッフが合わせ

られるように常に意識してい

る。柔軟な支援やサービスの

多機能化への取り組みに関

しては不十分である。 

入居者の思いに合わせたサービスになるように意識さ

れている。 

ひとりひとりを大切にする意識をもって支援すること

で、現状のままでもいいのではないか 

外部や地域資源を取り入れサービスの多機能化を検

討する。 

職員研修での事例検討会で職員の経験を共有し柔軟

なケアを意識できる。 

事業所の心掛けは良いと思います。 

柔軟な支援のもとになるのは、職員の確保であります

ので、併せて検討していく必要があると思います。 

  
 

 

20 
地域資源と

の協働 

一人ひとりの暮らしを支え

ている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しな

がら安全で豊かな暮らしを

楽しむことができるよう支援

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍以降、地域に出て

いく機会が減少している。ホ

ームの畑、プランターの整備

を地域の方に参加していただ

く事で、交流の機会とする事

を計画中。 

自己評価の計画案を実践してみてください。 

こども園、保育所の園児たちとの交流はできないでし

ょうか？ 

計画の実現ができる。 

地域への働きかけ 

次年度の常輝の里ニュースで畑での野菜作りのボラ

ンティアさんを再度募集してみる。その後、民生委員さ

ん等から個別に声掛けしていただく等再度取り組まれ

ては。 

コロナ禍が明け全開とはならずとも、利用者の生活環

境も開ける状態になりつつあると思います。 

利用者の豊かな暮らしにつながるよう、計画を進めて

いただきたいと思います。 
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21 

かかりつけ

医の受診支

援 

受診は、本人及び家族等の

希望を大切にし、納得が得

られたかかりつけ医と事業

所の関係を築きながら、適

切な医療を受けられるよう

に支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居前のかかりつけ医の

受診を継続することを基本と

していますが、状態変化に合

わせて訪問診療に切り替え

ている。主治医と連携を密に

取り、日常生活上の留意点

等を確認している。受診の際

には医師への情報提供を丁

寧に行っている。 

    

22 

入退院時の

医療機関と

の協働 

利用者が入院した際、安心

して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者と

の情報交換や相談に努め

ている。あるいは、そうした

場合に備えて病院関係者と

の関係づくりを行っている。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院時には早期に相談員

と連携をとり、治療状況を把

握し、必要時、入院中の様子

（リハビリなど）を見に行き、

退院に向けて連携している。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院時に関係者と連携が取れていることがうかがえます。 

病院と連携できていて退院に向けての支援もしっかりできている。 

現時点でも連携の強い状態であると感じます。 

23 

重度化や終

末期に向け

た方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期

のあり方について、早い段

階から本人・家族等と話し

合いを行い、事業所ででき

ることを十分に説明しなが

ら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に

取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時にホームの方針として

看取り対応していないことを

説明している。重度化した場

合、ご家族等とも相談の上、

特養の申し込みを勧めてい

る。申込代行等、必要な支援

をしている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化や終末期についての対応が理解できる。 

本人・家族に寄り添った支援ができている。 

入居時に丁寧に御説明していただくことで、利用者・家族の安心のみ

ならず、次の選択肢を考える機会にもなると思います。 

24 

急変や事故

発生時の備

え 

利用者の急変や事故発生

時に備えて、全ての職員は

応急手当や初期対応の訓

練を定期的に行い、実践力

を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

非常勤で看護師を配置して

おり、医療面の助言が得られ

やすい環境となっている。応

急手当や初期対応について

の研修などの取り組みは不

十分である。 

    

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災

害時に、昼夜を問わず利用

者が避難できる方法を全職

員が身につけるとともに、

地域との協力体制を築いて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ＢＣＰ策定済み。非常時の

電源として、発電機２台準

備。食材等の在庫は常時多

めにしている。地域との協力

体制は十分に築けていない

ので、課題と認識している。 

地域と年 1回は災害訓練を検討してみてはどうか 

地域での災害訓練への参加ができないか検討してほ

しい 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食料品の備蓄はできているが、地域との協力医体制ができていない

との自己評価は理解できる。 

いつどのような災害が起こるかわからないので、常に最悪な状況を

想定し、訓練など実施してほしい。 

地域との協力体制を図れるように、日頃から情報共有ができる関係

に努めてください。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         
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26 

一人ひとり

の尊重とプ

ライバシー

の確保 

一人ひとりの人格を尊重

し、誇りやプライバシーを

損ねない言葉かけや対応

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者の思いを尊重したケ

アやフォローを心掛けてい

る。特に、入浴や排泄時は、

羞恥心に配慮したケアをして

いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ひとりひとりを大切に思い、相手を尊重した支援ができている。 

今後も継続して支援いただきたいと思います。 

27 

日々のその

人らしい暮

らし 

職員側の決まりや都合を

優先するのではなく、一人

ひとりの日常生活におけ

る希望や意向、暮らしのペ

ースを大切にし、その日を

どのように過ごしたいか、

希望にそって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホームやスタッフの都合に

合わせるのではなく、入居者

のペース、習慣等に合わせる

ようにしている。自身で訴え

ることが難しい場合、生活歴

や入居後の関係で得た情報

を基にしている。 

    

28 

食事を楽し

むことので

きる支援 

食事が楽しみなものにな

るよう、一人ひとりの好み

や力を活かしながら、利用

者と職員が一緒に準備や

食事、片付けをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事に関する家事（洗米、

食材刻み、食器洗い、台拭き

等）はスタッフが全てにする

のではなく、できる方に参加

してもらっている。誕生日者

には事前に好みを聞き当日

のメニューを決めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事が楽しみになるよう工夫されており継続してほしい。 

できる限り、日常生活に即した形で利用者が生活できるように取り組

まれていると感じます。 

29 

栄養摂取や

水分確保の

支援 

食べる量や栄養バラン

ス、水分量が一日を通じ

て確保できるよう、一人ひ

とりの状態や力、習慣に

応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 咀嚼、嚥下状態により、ソフ

ト食、ムース食、トロミを使用

している。毎日の水分摂取量

観察、毎月の体重測定によ

り、提供する量や種類を柔軟

に変えている。 

    

30 
口腔内の清

潔保持 

口の中の汚れや臭いが生

じないよう、毎食後、一人

ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアを

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 朝夕の口腔ケアは一人一

人の状態等に合わせてしっ

かりと行っている。状態や希

望により、毎月、訪問歯科診

療にて専門的口腔ケアをうけ

ている方が、現在 3名いる。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

口腔ケアは健康維持のために不可欠でしっかり対応されており、今

後も継続してほしい。 

今後も継続して取り組んでいただくことで、入所時よりも向上するケー

スがあると思います。 

31 
排泄の自立

支援 

排泄の失敗やおむつの使

用を減らし、一人ひとりの

力や排泄のパターン、習

慣を活かして、トイレでの

排泄や排泄の自立にむけ

た支援、便秘の予防等、

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄パターンをチェックし、

表情や行動等からタイミング

を図り支援している。今年

度、リハビリパンツ使用から

布下着に変更できたケース

があった。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一番大変な業務だと思いますが頑張ってください。 

排泄の自立は職員の負担が大きいと思うが、積極的に取り組めてい

る。今後も継続してほしい。 

今年度の事例は、職員皆さんの気づきがあってこそであり、好事例で

すね。 
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個々に応じた予防に取り

組んでいる 

32 

入浴を楽し

むことがで

きる支援 

一人ひとりの希望やタイミ

ングに合わせて入浴を楽

しめるように、職員の都合

で曜日や時間帯を決めて

しまわずに、個々にそった

支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 いつでも入浴できるスタン

スではいるが、何らかの支援

が必要な方は、２日に１回は

入浴できるように勧めてい

る。夜間入浴は現在１名の

み。 

    

33 
安眠や休息

の支援 

一人ひとりの生活習慣や

その時々の状況に応じ

て、休息したり、安心して

気持ちよく眠れるよう支援

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 生活リズムを考え、なるべく

日中の活動を促すと同時に、

状況に合わせて臥床を勧め

ている。本人のペースに合わ

せ、一律の起床・就寝時間と

はしていない。 

    

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している

薬の目的や副作用、用法

や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状

の変化の確認に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 薬の説明書きで、薬の目

的、用法等を共有している。

薬の変更等があった場合、

注意深く観察し状態等を記

録、共有している。向精神薬

などの内服については見直

しを行い減薬できるように努

めている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

かかりつけ医院との連携を取り支援してください。 

現状の取り組みを維持してほしい。 

現状の服薬内容が適正であるか、本人の尊厳が尊重された服薬管

理であるか、見直しを行っていただいているのは良い取組です。医療

機関との連携も必須となりますので、継続をお願いします。 

35 

役割、楽し

みごとの支

援 

張り合いや喜びのある

日々を過ごせるように、一

人ひとりの生活歴や力を

活かした役割、嗜好品、楽

しみごと、気分転換等の

支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の会話から楽しみを探

り、ご家族に話を聴くなどして

把握している。特に女性の方

は何らかの家事に参加して

いる方も多く、役割として定

着している。 

入居者が自然に役割を担うようになる取り組みをされ

ている。 

役割があると生活の中に張り合いが出ると思うので、

いろいろと試してもらいたい。 

自分の役割があることで、安心につながります。 

   

36 
日常的な外

出支援 

一人ひとりのその日の希

望にそって、戸外に出か

けられるよう支援に努めて

いる。また、普段は行けな

いような場所でも、本人の

希望を把握し、家族や地

域の人々と協力しながら

出かけられるように支援し

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍では外出機会が激

減したが、徐々に頻度は増え

てきている。温かくなればさら

に外出機会を増やしていきた

い。 

コロナ禍の影響でありやむを得ないのでは、徐々に取

り組みを 

外出を手助けしてもらえるボランティアを募集し支援し

てもらうことはできないか 
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37 

お金の所持

や使うこと

の支援 

職員は、本人がお金を持

つことの大切さを理解して

おり、一人ひとりの希望や

力に応じて、お金を所持し

たり使えるように支援して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 預り金としてホームで管理

しており、毎月、出納帳をご

家族へ報告している。それと

は別に自身で所持している

方も数名おられ、買い物など

では自己にて支払われる。 

    

38 
電話や手紙

の支援 

家族や大切な人に本人自

らが電話をしたり、手紙の

やり取りができるように支

援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホームに公衆電話はない

が、必要時ホームの電話や

LINE電話を利用してもらって

いる。携帯電話を所持してい

る方が 2名おられる。 

    

39 

居心地のよ

い共用空間

づくり 

建物内部は一人ひとりの

身体機能やわかる力を活

かして、安全かつできるだ

け自立した生活が送れる

ように工夫している。共用

の空間が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくよう

な刺激がないように配慮

し、生活感や季節感を採り

入れて、一人ひとりが居心

地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自室が認識しやすいように

暖簾や目印代わりのものを

置いている。当たり前の生活

空間を意識しながら、誤認や

不安要素を和らげる配慮をし

ている。季節に合わせた草花

や飾りつけ、雑貨等を用意し

ているが、「大人」の空間とし

て相応しいことに注意してい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設全体がいつも清潔で、あたたかい空間になっている。 

在宅生活を送っていたときと同様な「普段の生活の暮らし」を意識さ

れていると思います。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項

目） 
   

  
  

40 

本人主体

の暮らし 

本人は、自分の思い、

願い、日々の暮らし方

の意向に沿った暮らし

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人との会話や家族からの

情報をもとに、現状とのバラ

ンスを図りながら、望む暮ら

しに近づけるように支援して

いる。 

    

41 

本人は、自分の生活歴

や友人関係、暮らしの

習慣、特徴など様々な

情報をもとに、ケア・支

援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居前に前に「生活歴、生

活習慣聞き取りシート」を使っ

て詳しい情報を得て、コミュニ

ケーションやケアに活かして

いる。 
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42 

本人は、自分の健康

面・医療面・安全面・環

境面について、日々の

状況をもとに、ケア・支

援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の状態観察（バイタル

チェック）を主治医へ報告し、

療養上のアドバイス等の指

示を受け、ケアに繋げてい

る。週２・３回は、看護師によ

る健康管理も行い、医療ケア

の充実を図っている。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の状態観察や主治医との連携が取れていることがうかがえま

す。 

現状の取り組みを維持してほしい 

医療ケアの充実を図っていることが分かります。 

家族の要望も含めて、継続していただきたいと思います。 

43 

生活の継

続性 

本人は、自分のペース

で、これまでの暮らしの

習慣にあった生活がで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホーム、スタッフの都合を押

し付けるのではなく、共同生

活とのバランスを取りなが

ら、本人の好むペースで暮ら

せるように配慮している。 

    

44 

本人は、自分のなじみ

のものや、大切にしてい

るものを、身近（自室

等）に持つことができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時になるべく馴染みの

もの持参して頂くようにお願

いしている。入居後も本人と

相談しながら、作品を掲示す

るなど、カスタマイズしてい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の生活習慣が継続できるように努力されている。 

現状の取り組みを維持してほしい 

作品展示などで喜ばれる方もいらっしゃると思います。 

利用者の役割の持てる機会の提供をされていることが伺えます。 

45 

本人は、自分の意向、

希望によって、戸外に

出かけることや、催（祭）

事に参加することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 正月を家族で過ごされた

り、家族との外出や外食など

される場合の支援や、冠婚

葬祭での外出の付き添いも

行っている。 

入居者の希望に沿うように外出の機会を支援されて

いる。 
   

46 

本人が持

つ力の活

用 

本人は、自分ができる

こと・できないこと、わか

ること・わからないことを

踏まえた、役割や、楽し

みごとを行うことができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 今までの生活習慣や聞き

取りにより、ホーム内の家事

等の活動を提供している。そ

の内容は、状態変化等によ

り、適宜変更している。 

    

47 

本人は、自分がいきい

きと過ごす会話のひと

時や、活動場面を日々

の暮らしの中で得ること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ホーム内の馴染の方やスタ

ッフと会話する機会を積極的

に設けている。アルバムやタ

ブレットを活用し、話のネタに

することもある。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者と会話する機会を大切にされていることがうかがえる。 

積極的に会話することで日々の生活が楽しくなりいい刺激になってい

る。さらに様々な手法を取り入れてもらえればと思う。 

自分の話ができる、聞いてくれるという環境は、安心感につながって

いると思います。無理に話す機会を作るのでなく、安心感からうまれ

る意欲を大切にしてください。 
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48 

本人は、自分なりに近

隣や地域の人々と関わ

ったり、交流することが

できている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居者の生活がすべてホ

ームの中だけで完結しないよ

う努めているが、コロナ以降

外出やイベント参加が減って

きている。 

コロナ禍の影響でやむを得ない。今後は徐々に取り

組みを 

デイサービスでの行事に参加することで、地域のボラ

ンティアや新堂中学校区の高齢者との関わりも持つこ

とができるのでは。 

   

49 総合 

本人は、この GHにいる

ことで、職員や地域の

人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をお

くることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は入居者のこれまでの

生活史や価値観を理解する

ことに努め、無理強いはせず

に本人のペースで生活しても

らえるよう「さりげない」フォロ

ーが概ねできている。また、

新規入居があった際には、ホ

ームの環境に少しでも早く馴

染んでいただけるように、丁

寧にかかわることができてい

る。外出機会が少なく、地域

とのかかわりが少ないことは

今後の課題である。 

現状で十分できていると思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員が、入居者ひとりひとりに丁寧にかかわり支援することで、皆さ

ん安心して生活できていると思う。 

他項目からも、「支援」という観点より、「利用者の意思尊重」に重きを

置いてかかわっておられることが伝わりました。今後は、感染症予防

に努めながら、「地域との交流」を意識的に取り組んでいただきたいと

思います。 

 


